
 

表
？ 

 

そ
れ
と
も
裏
？
？ 

 

山
に
表
と
裏
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
は
ず

の
山
に
表
裏
な
ど
あ
る
わ
け
な

い
…
…
と
思
い
き
や
、
世
界
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
た
日
本
一
の
名
山
・
富

士
山
と
も
な
る
と
話
は
別
。
諸
説
が

飛
び
交
い
、
大
変
興
味
深
い
テ
ー
マ

に
発
展
し
ま
す
。 

  

昨
今
、
富
士
山
を
話
題
に
す
る
と

「
静
岡
県
対
山
梨
県
」
と
い
う
構
図

が
で
き
あ
が
る
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
表
富
士
・
裏
富

士
問
題
」
で
す
。
富
士
山
を
め
ぐ
っ

て
、
山
梨
県
民
・
静
岡
県
民
の
仲
は

あ
ま
り
良
く
な
い
と
い
う
噂
す
ら

耳
に
し
ま
す
。
特
に
、「
裏
」
と
さ
れ

る
山
梨
県
側
で
は
、
「
こ
っ
ち
か
ら

見
た
ら
、
静
岡
の
ほ
う
が
裏
で

し
ょ
！
」
と
不
満
を
あ
ら
わ
に
す
る

方
も
少
な
く
な
い
と
か
…
…
。 

 

い
っ
た
い
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う

な
論
争
が
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

実
は
「
表
富
士
・
裏
富
士
」
と
い

う
呼
び
名
は
、
近
代
に
な
っ
て
始

ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

富
士
吉
田
市
に
、
一
六
八
〇(

延
宝

八
）
年
製
作
の
富
士
山
登
山
案
内
図

「
八
葉
九
尊
図
」
と
い
う
史
料
が
遺

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
は
、

南
か
ら
の
頂
上
部
に
「
す
る
が
口

表
」
の
注
記
が
認
め
ら
れ
、
山
の
南

面
（
静
岡
側
）
が
表
と
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
甲
斐
の
国
の
代
表
的
地
誌

で
あ
る
「
甲
斐
国
志
」
な
ど
に
も
「
南

面
が
表
で
、
北
（
山
梨
側
）
は
裏
で

あ
る
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
甲
斐
の
国
の
地
誌
で
「
裏
」

と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
当
時
、

山
梨
県
側
も
、「
山
梨
側
が
裏
」
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
他
に
、
表
富
士
・
裏
富
士
と

い
う
呼
称
を
後
世
に
ま
で
広
く
知

ら
し
め
た
、
有
名
な
出
来
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
一
八
三
一
（
天
保

二)

年
頃
か
ら
一
八
三
五
（
同
六
）
年

頃
に
か
け
て
の
、
浮
世
絵
師
・
葛
飾

北
斎
に
よ
る
代
表
作
「
富
嶽
三
十
六

景
」
の
発
表
で
す
。 

 

当
初
は
名
前
の
通
り
、
主
版
の
三

十
六
枚
で
終
結
す
る
予
定
で
し
た

が
、
作
品
が
人
気
を
集
め
た
た
め
追

加
で
十
枚
が
発
表
さ
れ
、
計
四
十
六

枚
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
当
初
刊
行

さ
れ
た
三
十
六
枚
を
「
表
富
士
」
、
追

加
さ
れ
た
十
枚
の
作
品
を
「
裏
富

士
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。 

 

版
行
当
時
か
ら
の
呼
び
名
で

あ
っ
た
の
か
、
後
世
に
な
っ
て
か
ら

の
呼
称
な
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
後
作
ら
れ
た
「
富
嶽

百
景
」
で
も
、
甲
州
西
郡
（
甲
府
盆

地
西
部
）
付
近
で
の
葉
煙
草
干
し
の

図
柄
を
「
裏
不
二
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

表
裏
論
争
に
関
し
て
は
、
み
な
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
意
見
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
静
岡
側
は
富
士

の
伏
流
水
で
工
業
が
発
展
し
、
山
梨

側
は
富
士
山
観
光
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。
日
本
一
の
富
士
山
は
、
す

そ
野
の
土
地
に
分
け
隔
て
な
く
恩

恵
を
与
え
、
見
る
者
す
べ
て
に
感
動

を
あ
た
え
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
日
本

一
の
山
。
「
ど
ち
ら
が
表
で
も
い
い

じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
笑
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？ 



 

台
所
の
排
水
溝
の
お
掃
除

は
嫌
な
も
の
で
す
ね
。
特
に
、

い
つ
も
悩
ま
さ
れ
る
の
が
あ

の
ヌ
メ
ヌ
メ
し
た
「
ヌ
メ
リ
」
。

で
も
こ
れ
が
、
十
円
玉
を
置
く

だ
け
で
解
消
さ
れ
る
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

ご
存
知
の
と
お
り
、
十
円
玉

は
銅
で
で
き
て
い
ま
す
。
銅
に

水
が
か
か
る
と
銅
イ
オ
ン
が

発
生
し
、
抗
菌
作
用
で
除
菌
、

バ
ク
テ
リ
ア
の
繁
殖
を
抑
え

て
く
れ
る
の
で
す
。 

 

生
ゴ
ミ
を
捨
て
る
三
角

コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
に
、
十
円

玉
四
枚
ほ
ど
を
ネ
ッ
ト
に
入

れ
、
置
い
て
み
ま
し
ょ
う
。  

 

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
だ
け
で
な

く
、
お
風
呂
の
ヌ
メ
リ
と
り
に

も
活
用
で
き
ま
す
。
同
じ
く

ネ
ッ
ト
に
入
れ
た
十
円
玉
数

枚
を
、
浴
室
の
排
水
口
の
と
こ

ろ
に
置
く
だ
け
で
す
。 

 

い
ず
れ
も
、
驚
く
ほ
ど
ピ
カ

ピ
カ
に
な
り
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
一

度
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

【答え】①鮮 ②腕 ③振 

① 

新 血 

魚 

朝 

不 動 

子 

三 

片 前 

白 

手 ② 

③ 

中央の空白部分に入る漢字を考えてね 

 ハーバード大学で人気第 1 位の講師は、心理学者、

ショーン・エイカー氏です。 

 彼は、「成功すれば幸せになれる」のではなく、「自

分は幸せだと思える人ほど、よい結果を生んでいる」

ということを提唱し、自らの研究で実証しています。  

 例えば、ポジティブな状態はネガティブな状態と

比較して、①生産性が 31%高くなる②販売では

37%成績が上がる③医者は 19%早く正確に診断す

る……といった結果を導き出しました。 

 現状に対して少しでもポジティブになれると、そ

の人の脳は「幸福優位性」を発揮し始め、それが結果

に対して大きな影響を与えるというのです。「幸福優

位性」とは、幸福感そのものがエネルギー源になると

いう考え方といってもいいでしょう。「笑う門には福

来る」ということわざはまさに幸福優位性をあらわ

しています。幸せだ

から笑うのではな

く、笑うから幸せに

なるのです。 

 では、具体的にポ

ジティブになるに

はどうしたらいいのでしょう。彼が薦めるのは「ポジ

ティブのための２１日間、脳トレーニング」。 

 毎日３つずつ、その日新たに感謝をしたいことを

ノートに書き留める、というものです。これを２１日

間続けていくことで、脳がネガティブなものではな

く、ポジティブなものを見つけようとするパターン

が身につくというのです。 

 いかがですか?  わずか 3 週間なら、私たちにもで

きそうな気がしませんか? 

幸せだと思える人は成功する 



【参考】E・レシピ http://erecipe.woman.excite.co.jp/ 
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「
秋
ナ
ス
は
嫁
に
食
わ
す
な
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
意
味
に
は
諸
説
あ
り
、

現
代
で
は
正
確
な
意
味
が
分
か

ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ナ
ス
は
、
一
年
中
味
わ
え
る
野

菜
で
す
。
け
れ
ど
も
実
際
は
、
秋
に
な
る
と
十
分
に
成

熟
し
、
種
が
小
さ
く
な
り
、
果
肉
が
締
ま
り
、
肉
が
厚

く
な
り
、
最
も
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。 

 

「
嫁
に
食
わ
す
な
」
は
、
こ
の
美
味
し
い
ナ
ス
を
、

姑
が
嫁
い
び
り
の
た
め
に
食
べ
さ
せ
な
い
と
い
う
意

味
だ
…
…
と
す
る
の
が
最
も
有
名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

一
方
で
、
ナ
ス
は
身
体
を
冷
や
す
作
用
が
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
旬
で
な
い
夏
に
も
好
ま

れ
る
わ
け
で
す
が
、
身
重
な
嫁
の
身
体
が
冷
え
る
の
は

よ
く
な
い
の
で
、
嫁
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
…
…
と
い
う

健
康
上
の
配
慮
か
ら
の
言
葉
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
秋
ナ
ス
は
、
種
子
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
「
子
種
が
な
く
な
る
」
と
い
う
呪
術
的
発

想
に
つ
な
げ
、
嫁
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
の
だ
と
い
う
説

も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
旬
の
秋
ナ
ス

が
美
味
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
よ
う
で
す
。 

    今日の献立        ナス鶏丼 



話尽（かたりつくす）山雲海月情……こ

れは、山の心情・雲の心情・海の心情・月

の心情、即ち山雲海月の情が一切の心情を

表し、親しきもの同士が胸中の心情、境地、

心境のありったけを語りつくすさまを表

す言葉。つまり、お互いの腹の底まで包み

隠すことなく、あらいざらいに打ち解けあ

い、語り合うという意味になります。 

さて、皆さんのご家庭は、祖父母も一緒

の二世帯家族ですか? それとも、核家族

でしょうか? 

近年、核家族が増加傾向にあり今では

全体の 60％を占めるようになったと言

われています。昔から、長男が実家に残り

次男や娘は家を出て行くというケースが

多かったため、核家族が増えていくのは必

然だったと言えなくもありません。 

けれども近年は、長男でも実家に残り

たくないという人が増加しているのです。 

その理由として「家を継ぎたくない」

「親との同居が嫌」といったことがあげら

れ、現代人にとって核家族は、元来は濃い

間柄の血縁者ですら、関係が希薄になって

きているということの象徴と言えます。 

しかし、核家族は若い人たちなどには

気楽な反面、子供の教育にとっては良くな

い傾向だという指摘が多々あります。 

「家庭の教育力の低下」「コミュニケー

ションの希薄化」「青少年非行」「不登校」

「児童虐待」などの問題の原因の一つとし

て、核家族化が挙げられているのです。 

全てが核家族のせいというわけではな

いでしょうが、最終的には家庭をベースに

育まれるべき「心の問題」に起因するよう

に思えます。 

山雲海月情……せめて身近な家族や恋

人・友人には、包み隠さず自分を表現でき

るよう向き合いたいものです。その中で豊

かな心が育まれると信じたいと思います。 

時には、家族が顔を合わせて徹底的に

語り合う、そういった時間を是非設けてみ

てはいかがでしょう。 



 

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
の
返

済
期
間
は
様
々
設
定
で
き
、 

返

済
方
法
も
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い
を

含
め
る
か
否
か
で
毎
月
の
返

済
額
が
変
わ
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
重
要
な
の
は
、
自
分
の

返
済
能
力
を
考
え
る
事
で
す
。

返
済
方
法
は
、
元
金
均
等
返
済

と
元
利
均
等
返
済
の
２
通
り

が
選
択
可
能
で
す
。 

 

元
金
均
等
返
済
で
は
、
毎
月

返
済
す
る
元
金
が
一
定
で
、
金

利
は
そ
の
時
点
の
返
済
残
額

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
返
済
当
初
は
返
済
額
が
か

な
り
大
き
く
、
必
要
月
収
も
多

く
な
い
と
大
変
で
す
が
、
次
第

に
楽
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
元
利
均
等

返
済
は
毎
月
の
返
済
額
が
一

定
で
、
当
初
の
返
済
は
比
較
的

楽
で
す
が
、
金
利
部
分
を
先
に

払
う
シ
ス
テ
ム
の
た
め
借
入

残
高
は
思
っ
た
よ
り
減
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
繰
上
げ
返
済

す
る
こ
と
で
元
金
均
等
返
済

に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
民
間
の
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
は
、
固
定
金
利
と
変
動

金
利
の
２
通
り
の
金
利
設
定

を
選
べ
ま
す
。
固
定
金
利
は
借

入
時
の
金
利
が
最
後
ま
で
続

く
も
の
、
変
動
金
利
は
返
済
途

中
で
変
化
す
る
も
の
で
す
。
金

融
広
報
中
央
委
員
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
わ
か
り
や
す
い

試
算
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
試

し
て
み
て
は
？ 

チェック１  

自然に指を組んだとき（お祈りのポーズ）、

親指は右が下？ 

左が下？ 

 

チェック２  

自然に腕を組んだとき、腕は右が下？ 

左が下？ 

少
し
で
も
有
利
な
返
済
方
法
は
？ 

指
→
左
が
下
、
腕
→
左
が
下
「
さ
さ
脳
」 

【
完
璧
主
義
な
ア
ナ
リ
ス
ト
タ
イ
プ
】 

理
論
的
で
筋
道
だ
て
て
話
す
た
め
話
が
長
く
な

り
が
ち
。
情
報
収
集
、
分
析
が
得
意
。
物
事
の
先

が
読
め
る
た
め
未
来
を
心
配
し
が
ち
。
慎
重
な

分
、
一
度
は
ま
る
と
と
こ
と
ん
は
ま
る
。 

 

指
→
右
が
下
、
腕
→
右
が
下
「
う
う
脳
」 

【
天
然
タ
イ
プ
の
博
愛
主
義
者
】 

直
感
的
な
ひ
ら
め
き
や
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
行
動
す

る
。
裏
表
の
な
い
正
直
者
。
好
き
な
こ
と
に
は
と
こ

と
ん
は
ま
り
、
興
味
の
な
い
こ
と
に
は
無
関
心
。 

 

指
→
左
が
下
、
腕
→
右
が
下
「
さ
う
脳
」 

【
人
を
動
か
す
策
士
】 

状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
相
手
の
感
情
に
響
く

発
言
、
行
動
を
と
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
高
い
が
、
人
付
き
合
い
は
常
に
適
度
な
距

離
感
を
保
つ
。
負
け
る
戦
は
初
め
か
ら
し
な
い
。 

 

指
→
右
が
下
、
腕
→
左
が
下
「
う
さ
脳
」 

【
ク
ー
ル
に
見
え
る
が
情
に
厚
い
】 

物
事
を
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
、
自
分
な
り
に
筋
道
立

て
た
行
動
を
と
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
。
相
手
の
感
情

を
察
す
る
能
力
が
高
い
。
マ
ナ
ー
や
礼
節
に
欠
け

る
人
は
苦
手
。
お
金
よ
り
ほ
め
ら
れ
た
い
。 



 

江
戸
時
代
、
将
棋
好
き
だ
っ

た
徳
川
家
康
は
、
将
棋
を
囲
碁

と
と
も
に
幕
府
公
認
の
遊
戯
と

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
家
康
と
同
様
、
将
棋

フ
ァ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
八
代

将
軍
の
徳
川
吉
宗
が
、
十
一
月

十
七
日
（
旧
暦
）
を
「
御
城
将
棋

の
日
」
と
定
め
、
年
に
１
回
の
御

前
対
局
を
開
催
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
吉
宗
は
、
一
七
一
六

（
享
保
元
）
年
か
ら
一
七
四
五

（
延
享
二
）
年
ま
で
の
三
〇
年
に

渡
っ
て
将
軍
職
に
在
位
。「
享
保

の
改
革
」
は
有
名
で
す
が
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
時
代
劇

「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
な
ど

で
描
か
れ
、
よ
り
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

人
物
で
す
。 

 

明
治
維
新
後
は
、
幕

府
と
い
う
公
の
ス
ポ

ン

サ

ー

が

い

な

く

な
っ
た
こ
と
で
、
将
棋

文
化
の
推
進
は
、
後
に
発
足
し

た
東
京
将
棋
連
盟
や
日
本
将
棋

連
盟
と
い
っ
た
機
関
へ
受
け
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

現
代
の
「
将
棋
の
日
」
は
、
吉

宗
の
時
代
に
御
前
対
局
が
行
わ

れ
て
い
た
日
を
記
念
日
と
し
て

定
め
る
こ
と
と
し
、
日
本
将
棋

連
盟
が
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）

年
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。
毎

年
、
将
棋
の
日
が
近
づ
く
と
日

本
将
棋
連
盟
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

将
棋
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
十
一
月
に
な
っ
て
急
に
寒

く
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
お
身
体
の
調
子
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。
寒
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
今
年
も
流
行
語

大
賞
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
有
力
候

補
は
、「
倍
返
し
」、「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」、「
お
も
て
な
し
」

な
ど
、
騒
が
れ
始
め
ま
し
た
が
、
私
は
や
っ
ぱ
り
、「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の
で
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
が

一
押
し
で
す
ね
。「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
放
送
が
終
了
し
て
、

「
あ
ま
ロ
ス
」
状
態
に
な
る
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」
を
毎
日
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ア

キ
ち
ゃ
ん
御
免
な
さ
い
。
東
京
の
洋
食
屋
さ
ん
の
娘
の

「
め
以
子
」
を
中
心
に
、
家
族
の
あ
り
方
を
画
い
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
色
々
な
料
理
を
見
て
、

美
味
し
い
も
の
を
作
る
為
の
「
一
手
間
」
に
感
心
し
て
い

ま
す
。「
め
以
子
」
が
嫁
ぎ
先
の
人
間
関
係
で
苦
労
し
て

い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
私
達
も
結
婚
し
て
３
０
年
に

な
り
ま
し
た
が
、
結
婚
当
初
、
私
の
家
族
と
同
居
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
当
時
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
続
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
妻
も
「
め
以
子
」
み

た
い
に
、
頑
張
っ
て
い
た
ん
だ
な
と
想
い
、
切
な
く
な
る

時
が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
半
分
以
上
を
一
緒
に
暮
ら
し

て
来
ま
し
た
。
残
り
の
人
生
、
労
に
報
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
見
守
っ
て
下
さ
い
ね
。 

 

 

・会 社 名：株式会社 長崎壁装センター         

・社員の人数：６名 

・提供商品：住宅リフォーム設計施工（内装・外装・水廻・介護・ｱｳﾄﾚｯﾄ）           

        クロス・カーテン・カーペット・襖・建具・表装（掛軸・額装） 

・モットー：お客様の笑顔の為に仕事がしたい 

・会社の場所：本社 長崎市葉山 1-28-9 営業所 長崎市横尾 3-35-28 

木造住宅の柱を抜いて１４帖の広いリビ

ングに改装中です完成が楽しみです 

今 月 の 作 品 


